
十
二
月
三
日
「
南
京
の
記
憶
を
今
に

つ
な
ぐ
」
集
会
が
エ
ル
お
お
さ
か
で
開

か
れ
ま
し
た
。
会
場
は
文
字
通
り
立
錐

の
余
地
が
な
く
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど

の
盛
況
で
し
た
。

初
め
に
市
川
明
阪
大
名
誉
教
授
と
銘

心
会
南
京
代
表
松
岡
環
さ
ん
に
よ
る

「
日
本
で
は
ア
ウ
シ
ュ
ビ
ッ
ツ
の
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
南
京
大
虐

殺
の
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

明
治
以
来
の
『
脱
亜
入
欧
』
の
影
響
か
？
」

な
ど
の
ト
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
南
京
民
間
抗
戦
博
物
館
呉
先

斌
館
長
の
講
演
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
中
戸
毛
敏

美
さ
ん
の
通
訳
で
、
紀
念
館
、
展
覧
館

と
民
間
の
博
物
館
の
違
い
や
、
宮
崎
県

で
「
八
紘
一
宇
の
塔
」
に
使
わ
れ
て
い

る
石
の
返
還
運
動
を
進
め
る
日
中
友
好

協
会
都
城
支
部
元
支
部
長
来
住
新
平
さ

ん
と
の
交
流
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
団
体
の
リ
レ
ー
ト
ー
ク

で
は
「
大
阪
城
狛
犬
会
」
」
や
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
日
中
」
と
と
も
に
渡
辺
会
長
が
挨
拶

を
し
ま
し
た
。

最
後
に
『
太
平
門
に
消
え
た
１
３
０

０
人
』
の
上
映
が
あ
り
、
被
害
者
の
南

京
市
民
、
加
害
者
の
元
日
本
へ
の
生
々

し
い
証
言
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
に
は
大
阪
府
連
の
会
員
さ
ん
や
、

高
槻
日
中
、
先
日
の
「
帰
国
者
へ
の
理

解
を
深
め
る
集
い
」
で
交
流
し
た
「
八

尾
中
国
帰
国
者
支
援
交
流
会
」
の
会
長

が
数
名
と
と
も
に
参
加
し
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

「
今
日
の
催
し
は
、
市

川
先
生
の
発
言
内
容
が
抜

群
に
す
ば
ら
し
か
っ
た
で

す
。
面
白
い
し
、
わ
か
り

や
す
い
し
、
安
倍
さ
ん
や

ト
ラ
ン
プ
の
い
う
「
強
さ
」

が
こ
わ
い
と
い
う
話
や
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
す

る
国
の
人
口
や
経
済
力
に

も
の
す
ご
い
差
が
あ
る
の

に
一
緒
に
な
っ
て
競
う
と

い
う
と
こ
ろ
に
ど
ん
な
意

味
が
あ
る
の
か
と
い
う
お

話
に
ひ
き
こ
ま
れ
ま
し
た
。

強
く
て
勝
つ
国
に
し
か

誇
り
が
持
て
な
い
と
考
え

る
人
が
多
い
世
の
中
は
、

私
に
は
生
き
づ
ら
い
世
の

中
で
す
。
い
ま
読
ん
で
い

る
平
田
オ
リ
ザ
の
『
下
り

坂
を
そ
ろ
そ
ろ
と
下
る
』

と
重
な
る
と
こ
ろ
が
り
、

大
変
心
に
残
り
ま
し
た
。

元
兵
士
や
生
き
残
り
の

人
、
被
害
者
、
証
言
者
を

根
気
強
く
探
し
ま
わ
り
こ

の
映
像
を
ま
と
め
上
げ
た

松
岡
監
督
の
、
本
当
の
こ

と
を
知
り
、
本
当
の
こ
と

を
後
世
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
い
う
信
念
に
心
を
打

た
れ
ま
し
た
。
」(

石
井)
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不
再
戦
平
和
の
た
め
に

南
京
の
記
憶
を
今
に
つ
な
ぐ
集
い

府連通信

十
二
月
一
日
か
ら
第
三
回
中
国
百

科
検
定
の
申
し
込
み
受
付
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
郵
便
振
替
と
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し
込
み
に
加
え

て
、
大
阪
府
連
で
も
申
し
込
み
を
受

け
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

近
畿
で
は
大
阪
・
京
都
・
神
戸
で

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
試
験
は
「
絆

は
理
解
を
深
く
す
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
、
理
解
に
応
じ
て
、
三
級(

も

の
し
り
コ
ー
ス)

二
級(

中
国
通
コ
ー

ス)
一
級(

百
科
老
師
コ
ー
ス)

が
あ

り
、
だ
れ
で
も
受
験
で
き
ま
す
。

大
阪
会
場
は
大
阪
難
波
の
代
々
木

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
大
阪
南
校
で
２
０
１
７

年
三
月
二
十
日
（
祝
）
午
後
三
時
か

ら
五
〇
分
間
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
受

験
し
て
く
だ
さ
い
。
公
式
テ
キ
ス
ト

「
中
国
百
科
」
と
「
中
国
百
科
検
定

問
題
集
」
は
府
連
事
務
局
ま
で
。

中
国
百
科
検
定
受
付
始
ま
る

東
大
阪
支
部
は
十
一
月
二
十
日

「
日
中
交
流
茶
話
会
２
０
１
６
」
と

銘
打
っ
て
、
主
に
近
郊
在
住
の
中
国

か
ら
の
帰
国
子
女
や
、
日
本
在
住
の

中
国
人
と
日
本
人
の
交
流
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
で
三
回
目
で
す
。

集
い
は
一
部
と
二
部
に
分
け
て
進

行
し
ま
し
た
。
通
訳
は
帰
国
者
で
東

大
阪
在
住
の
陳
亜
楠
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
一
部
は
「
語
り
ま
し
ょ

う
」
と
し
て
帰
国
子
女
代
表
の
下
岡

純
子
さ
ん
が
「
日
本
で
の
生
活
の
中

で
自
身
の
困
難
な
問
題
も
あ
る
が
帰

国
高
齢
者
の
介
護
の
問
題
が
大
き
い
。

又
、
協
会
が
草
の
根
の

民
間
交
流
の
一
部
を
担
っ

て
い
る
。
昨
年
の
十
二

月
に
入
会
し
た
が
こ
れ

か
ら
も
積
極
的
に
運
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
ら
れ

ま
し
た
。

そ
の
後
、
司
会
者
の

坂
手
さ
ん
の
軽
妙
洒
脱

な
進
行
の
な
か
、
日
中

の
参
加
者
相
互
か
ら
意

見
が
盛
り
上
が
り
「
中

国
」
側
の
参
加
者
か
ら
言
葉
上
で
生

活
の
困
難
が
あ
る
。
又
、
３
Ｋ
の
仕

事
を
押
し
付
け
ら
れ
た
経
験
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
人
か
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
の
中
国
と
の
関
わ
り
な
ど
の

体
験
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

二
部
で
は
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
・
二
胡
・
中
国
笛

の
演
奏
の
後
、
［
太
極

拳
の
演
舞
］
や
「
歌
い

ま
し
ょ
う
」
で
は
［
北

国
の
春
］
［
草
原
情
歌
］

を
皆
で
合
唱
。
最
後
に

［
ヤ
ン
ゴ
踊
り
］
を
踊
っ

て
大
変
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
参
加
者
は
日
中

併
せ
て
三
八
名
で
し
た
。

集
い
の
中
で
小
林
副
会

長
の
勧
め
で
会
員
が
一

名
増
え
ま
し
た
。(

熊
原)

賑
や
か
に
３
回
目
の
日
中
交
流
会

帰
国
高
齢
者
の
介
護
が
問
題

参
加
者
Ｍ
さ
ん
の
感
想



二
月
五
日
（
日
）
十
二
時
か
ら

大
阪
中
国
帰
国
者
セ
ン
タ
ー

（
東
淀
川
区
柴
島
三
―
一
〇
―
一
九
）

阪
急

京
都
線
崇
禅
寺
駅
一
〇
分
、

阪
急

千
里
線

柴
島
駅
八
分

会
費

３
０
０
０
円

家
庭
料
理
「
地
道
的
家
常
菜
」

を
用
意
し
ま
す
。

広
場
舞
や
二
胡
の
演
奏
、
太
極
拳

表
演
、
帰
国
者
や
帰
国
者
二
世
の
人
た

ち
と
の
交
流
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み
は
府
連
事
務
所
ま
で

西
支
部
主
催
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

二
月
一
日
（
水
）
午
後
六
時
半

桜
橋
ボ
ウ
ル

（
地
下
鉄
西
梅
田
駅
上
が
る
）

会
費

５
０
０
０
円

（
貸
し
靴
代
・
新
年
会
費
を
含
む
）

（
注
）

新
年
会
の
み
の
方
は
４
６
０
０
円

終
了
後
の
新
年
会
会
場
は

「
バ
ン
ダ
リ
ア
」(

桜
橋
ボ
ウ
ル
横
）

申
し
込
み
は
府
連
事
務
所
ま
で
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十
一
月
二
三
日
、
年
末
恒
例
の
干

支(

酉)

き
り
え
行
事
を
行
な
い
ま
し

た
。
最
近
参
加
者
が
減
少
気
味
で
し

た
が
、
休
日
に
設
定

し
た
の
で
予
約
は
二

〇
人
を
超
え
ま
し
た
。

初
心
者
が
四
人
、

先
生
も
実
技
以
前
の

講
義
に
も
力
を
入
れ
、

ベ
テ
ラ
ン
は
、
絵
を

見
る
だ
け
で
自
分
で

ア
レ
ン
ジ
し
、
カ
ッ

タ
ー
を
自
由
自
在
に

動
か
し
、
そ
れ
を
見

て
い
た
初
心
者
の
方
、

出
来
る
か
な
あ
ー
と
不
安
の
声
。
し

か
し
、
先
生
の
一
声
「
あ
の
人
が
出

来
て
い
る
の
で
す
か
ら
大
丈
夫
で
す

よ
」
ほ
っ
と
ひ
と
安

心
、
ベ
テ
ラ
ン
勢
は

各
々
見
本
と
は
一
味

違
う
作
品
が
完
成
し

て
い
き
ま
す
。

続
々
と
来
る
参
加

者
は
第
二
会
場
へ
。

初
め
て
の
方
も
五
時

間
ほ
ど
か
け
て
見
事

な
干
支(

酉)

色
紙
が

完
成
し
ま
し
た
。

（
平
松
）

き
り
え
で
創
る
干
支(

酉)

色
紙

西
支
部
講
習
会

春
節
の
つ
ど
い
交
流
会

Ｂ３判１３枚綴り

定価１２００円

（税込み・送料別）

企画・制作
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お申し込みは大阪府連まで

2017カレンダー
中国悠久の旅

①１月９日（祝）受付9時半、10時～3時半

守口体育館（守口太極拳班主催）24式、48式など

②１月１５日（日）受付9時 開会10時 終了12時

中津・北スポーツセンター第２体育室(大阪府連主催)

24式、48式、24式風華、棍術、陳式

参加費はどちらも1000円。お申し込みは大阪府連まで

太極拳新春初げいこ

東
京
裁
判
で
は
、
南
京
事
件
で

犠
牲
に
な
っ
た
中
国
人
は
２
０
万

人
以
上
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ま
し

た
。
し
か
し
中
国
で
は
３
０
万
人

を
超
え
る
と
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
日
本
の
評
論
家
の
あ
い
だ

で
は
５
万
人
程
度
で
あ
っ
た
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。

最
近
で
は
虐
殺
事
件
そ
の
も
の

が
な
か
っ
た
と
い
う
説
ま
で
出
て

い
ま
す
。
「
真
実
は
ど
う
か
、
百

聞
は
一
見
に
如
か
ず
。
先
ず
直
接

南
京
へ
行
っ
て
現
地
を
歩
い
て
見

て
回
ろ
う
」
そ
う
思
っ
て
四
月
、

九
月
、
十
一
月
と
三
回
中
国
に
わ

た
り
、
南
京
は
も
ち
ろ
ん
、
上
海

か
ら
南
京
に
向
け
て
日
本
軍
が
侵

攻
し
た
主
要
な
街
や
村
々
を
訪
れ

ま
し
た
。
南
京
城
内
だ
け
で
な
く
、

上

海

か

ら

南

京

ま
で
３
０
０
キ
ロ
に
及
ぶ
侵
攻
の

中
で
、
日
本
軍
が
奪
っ
た
中
国
人

の
命
の
数
は
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を

超
え
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

南
京
市
内
に
あ
る
「
大
虐
殺
記

念
館
」
に
展
示
さ
れ
て
い
る
写
真

パ
ネ
ル
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
、

目
を
覆
い
だ
く
な
る
惨
状
が
ひ
し

ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
、
略

奪
・
強
姦
・
虐
殺
・
放
火
、
や
り

た
い
放
題
の
日
本
軍
の
蛮
行
が
、

当
時
現
地
に
い
た
外
国
人
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
に
よ
っ
て
世
界
に
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
人
記
者
は
沈
黙
を

守
り
真
実
を
報
道
せ
ず
、
国
内
で

は
「
勝
っ
た
、
勝
っ
た
」
の
提
灯

行
列
が
行

わ
れ
て

い
ま
し

た
。

「
こ
ん
な
過
ち
は
二
度
と
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。
」
そ
う
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
旅
行
で
し
た
。

（
西
支
部
会
員
）

自
分
の
目
で
南
京
を
見
る

三
回

上
海
か
ら
南
京
へ
井
上
正
道

府
連
通
信
十
一
月
号
②
（
十
一
月
二
十

五
日
発
行
）
二
面
の
「
中
国
残
留
孤
児
等
へ

の
理
解
を
深
め
る
集
い
」
の
記
事
の
中
で

「
瀋
陽
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
」
を
「
哈
爾

浜
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
一
〇
歳
の
時
再
び
、

瀋
陽
に
戻
り
ま
し
た
。
」
に
訂
正
し
ま
す
。

十
一
月
号
②
お
詫
び
と
訂
正

西
支
部

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会


